
第 30回飯伊地区地域づくり職場づくり研究交流集会

爾篠撃時  4月 27日 (土)午後 1時 30分～午後 5時

議難場職  飯田勤労者福祉センター 第 3研修室 (3F)

飯田市東栄町3108-1 80265‐ 22‐7494

菫

'■

番 第 1部 :内山 節さん(哲学者)の講演

瀬  『これ春でこ異なる新たな社会を目指して(仮題 )」

第 2部 :参加者のフリー トーク

「人口減少、高齢化が進む中での地域課題」について意見交換

司会 高橋寛治さん (地域政策プランナー)ほか
*参加者の人数によつてグループ分Iナをします。

崇中申肇  500円 (資料代など)

*会場は現在周辺整備工事のために駐車場が少なくなってお ります

ので乗り合わせ参加大歓迎です。
*定員を先着 200名 とし、事前申込制とします。申し込みは、下記問い

までお願い します。

いま、国は 2040年 問題 (人 口減少)で、都市と地方の人 口状況 とそれに合わせた 「行政

(自 治)Jの あり方について、様々な政策案を出しています。そこに使われている言葉では 「東

京一極集中を是正する」とい うことになっていますが、中身は中心部への 「人 口の集中」により

「効率の良い行政」をますます 目指すものとなつています。

こうした国の方針を受ける形で、飯田 。下伊那地域でも新たな地域づくりを模索する中で 「リ

エア・三遠南信道・航空産業」を主な柱 とする 「活性化」が提唱 されています。 しか しながら、

こうした政策は昭和の時代にはもてはや されたものの、この 20数年間は全国各地で行き詰まり

が表面化 しています。

経済のグローバル化 と低成長のなかで、我が国全体では農林業 と観光が安定的に伸びています。

そしてこの分野は私たち住民が主体的に係われる産業です。地域経済を 「国」や 「大企業Jの手

中に委ねるのか、そ うではなく地域住民が主体的に考えて決めるのか、今その分岐点に来ていま

す。こうした時代を生きる住民として私たちはどのように関わつていくのか、基本中の基本を皆

さんとともに考える機会にしたいと思います。多くの方々のご参加をお待ちしています
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